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　本稿は，平成7年2月27日，北海道大学で開催された講演会「木質構造と耐震設計」で紹介され
た内容のうち，このたびの阪神大震災の現場を調査した部分を中心に速報として紹介するものです。

　阪神大震災が起こったのは1月17日の早朝でし

た。朝7時過ぎにテレビをつけますと，関西で地

震が起きたという報道が流れていました。その時

には，まだ高松駅や岡山駅はどうなっているとい

うものでしかなかったので，重大さが分かりませ

んでした。午後1時半ころになって，西宮にいる

私の兄から，「ものすごい地震があって，タンス

とか立っているものはすべて倒れた。
なげし

長押ははず

れるし，障子は全部破れた」という電話がかかっ

てきました。それを開いたとき，これはただごと

ではないなと思いました。

　あくる18日に，研究室の助手と相談し，19日に

助手，大学院生ら7～8人で現地へ行ってもらい

ました。私は20日に民放テレビ局の取材班と一緒

に三宮に行きました。2回目以降は一人で，延ベ

4回参りました。現地をただひたすら歩きました。

道路わきにある木造は，ほとんど店舗つきの特殊

なもので，無数に倒壊していますから，1～2本

裏通りをジグザグに，どんな建物がどのように壊

れているかを見て歩きました。

　高速道路が山側に倒れている。建築もそうです

が，土木の先生にとってはより衝撃的だったよう

です。

　市役所の旧庁舎やビルの中間階が崩壊している

というパターンは，これはかつて日本ではなかっ

たものですが，いたるところで起こっていました。

市役所の新館は超高層ビルです。このカーテンウ
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オールはよく見ていませんが，ガラスは割れてい

なかったと思います。このすぐ後ろにあるリクル

ートのビルも全面ガラス張りですが，ガラス1枚

割れていません。

　木造固有の被害ですが，土でふいてありますか

ら屋根が非常に重い。しかし，下がどんな構造だ

ったかまったく分からない。基礎がどうだったか

すら分かりません。完全に倒れたものは調べられ

ないので，倒壊しかかっているものを重点的にさ

がしました。

　北海道は工法が現代的で新しいのですが，関西

はふき土を使い，壁に土を塗るという工法がある

ところだと思います。ある建物の南面は3間半あ

ると思いますが，一番端に半間の壁があるだけで

す。すじかいは入っていると思いますが，三ツ割

すじかいの入った壁
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りよりも薄い片すじかいが入っているだけです。

また，足下は金物などを使わず，くぎ2本で柱と

土台に留めつけてあるだけです。これは新耐震基

準がどうのという以前の問題で，こういうのが圧

倒的に多い。

　古い木造が倒壊した中で，屋根が軽い在来工法

では倒壊せずに残っているものがたくさんありま

す。ごくありふれた木造の在来工法ですが，これ

を見ると，しかるべきところには壁があるのが明

らかに分かります。

　相当被害の激しいところにあった在来工法です

が，ひび割れが少し入っているだけの例もありま

す。すじかいが入っていて，T型金物が土台を引

き裂いていますが，少なくともこういうふうに金

物が使われている建物で壊れかかっている例はほ

とんどありません。

　実は，今年の仕事始めは八戸へ行きました。昨

年暮れの12月28日だったでしょうか，三陸はるか

沖地震が起こりまして，帰省ラッシュ時期だった

ので，明けて1月4日に八戸へ行きました。その

時に，木造が何棟か壊れたという話は聞いていた

んですが，結果的には見つかりませんでした。八

戸の一般住宅は北海道型だと思いました。屋根は

ほとんど全部，鉄板ぶきで，八戸で被害が少ない

のも，北海道と同じように，屋根が鉄板ぶきで軽

いせいであろうと思います。

　北海道タイプの木造の被害が少ないのは，なか

ば定説になっているように，屋根が軽くて壁が多

く，かつ凍結深度のために，基礎が非常にしっか

りしている。そういう点から言うと，北海道の住

宅と，今回，西宮や芦屋で地震を受けた木造住宅

とは極端に言えば別物という感じがするほど違う

と思います。

　今回の阪神大震災での被害地区は統計的に古い

建物が残っているところらしいですね。木造住宅

の被害に関しては，法律とか行政とか，それ以前

の問題ではないかなと思っています。公庫の仕様

書と同程度で作られたもの，それが激震地といわ

れるところでどの程度の被害で留まっているかを

調べたいと思っていますが，これまでの調査では
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公庫融資を受けた建物で大きな被害を受けたもの

はないことが分かっています。

　神戸海洋気象台の地震波の記録がありますが，

だんだん大きくなっていくのではなく，いきなり

〝ドン〟ときてる。木造も足下の土台から柱脚が

抜けたものが非常に多い。土台の深さの半分くら

いしかないほぞがささっているだけで，かすがい

を使った形跡がまったくない。土台そのものには

きちんとアンカーボルトがありますが，土台と柱

脚の留め付けはほとんど短ほぞ差しだけです。そ

れがすぽっと抜けて踏み外しているのは，わりと

新しい建物ではたくさんあるんですね。今回，話

題になっているように，最初の上下動が大きかっ

た。しかし，その上下動だけですぽっと抜けるも

のなのかどうなのか。それに水平動が加わるとす

っぽ抜けるのかなと思っています。ばらばらにな

ってしまうと，すじかいがあろうがなかろうが骨

組が分解していますから，それで倒壊したんじゃ

ないかと思います。古いものも，同じようにほと

んど瞬間的に上下動で突き上げられて，土台から

柱が抜ける，あるいは上の方の胴差が柱から抜け

るということで分解したんじゃないかと思ってい

ます。

　常識的に，屋根が軽くて，基礎がしっかりして

いて，壁，すじかいがあって，金物で固まってい

るようなもの，これは在来工法でも倒壊するよう

なものはほとんどない。これは壊れると思ったも

のは壊れているし，これは壊れないだろうと思っ

たものは壊れていない。そういう意味で，構造力

学とか耐震工学とかで説明できないようなことは，

木造に関しては何ひとつ起こっていないと思って

いるほどです。

　　　　　　　（文章：林産試験場　工藤　修）

　大震災から2か月余り。復興に全力を注がれて

いる被災地ですが，まだまだ数多くの方々が避難

所生活をされており，心が痛みます。

　しかし，この災害に対し多くの住民がたくまし

く立ち向かっている姿に敬意を表するとともに，

一日も早く復興されますことを願ってやみません。


